
　　　　

2025 年 6 月 21 日

平日
休日

8
9

時
30
30

分から
17
18

時
30
30

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節の行事（お花見・水遊び・夏祭り・ハロウィンイベント・クリスマス会・書初め）
クッキング・季節の製作・防災訓練・はな来楽部卒業式

（別添資料１）

家族支援

家族には報告・連絡・相談を行い連携を図ります。
６ヶ月に一回のモニタリング・相談支援専門員との連携 移行支援

相談支援専門員との連携し、安心してサービス移行に努めています。

地域支援・地域連携

学校・相談支援事業所・福祉サービス事業所とは連携を取り、
情報共有しています。 職員の質の向上

虐待、感染、ハラスメント研修・介護技術向上の研修など行い
キャリアアップい努めています。
毎月１回の常勤会議を実施。

支　援　内　容

心身の健康状態の把握…保護者からの報告、学校からの申し送り、事業所内での検温など健康観察をします。
身辺自立についての支援…自食・排泄のトレーニングなど生活に必要な基本的技術の獲得・向上を目指します。
健康的な生活リズムを身に着けるサポート（維持・改善）

姿勢や運動・動作の向上…座位保持の持ち込みにより、姿勢を確保しての食事介助・立位台での身体能力向上、歩行練習により運動機能の発達を促します。
感覚特性への対応…リズム遊び・手先を使う季節の製作・感覚教材を使った支援を行います。

本
人
支
援

集団支援の遊びの中で、空間・時間など認知発達を促します。
自傷行為・多動など、適切な行動の形成、認知の偏りへの配慮。

コミュニケーションの基礎的能力の獲得・向上…言葉の理解の幅を広げると共に、コミュニケーション手段（絵カードなど）を使い、
他者との適切なコミュニケーション方法を学び獲得する支援をします。

人間関係の形成…集団支援、個別活動などで介護者や他者との関わりを通して、他者の気持ちや場に応じた適切な行動が出来るように支援を行います。
社会性の向上　…社会性な場面でルール・マナーを学び、社会性を高めます。（クッキング・買い物など）

支援方針

個別・小集団での支援を実施し、利用者が可能な限り、その地域における生活が継続出来る事を念頭に置いて、日常生活における基本的動作を習得し、集団生活に適応する事ができるよ
う適切な支援を行うことを目的とします。また、ご家族様への相談援助や関係機関との連携を実施し、常に児童及びご家族様の立場に立ってサービスの提供を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「いつでも帰ってこられる第二のホームに」年齢や周りの環境など、見知った何かが変わってしまった時、
辛くなってもはな来楽部に来れば　[いつもと同じ、みんなと一緒]　そんな安心感を一人でも多くの方に提供出来るよう、日々活動しています。

事業所名 キッズはなくらぶ１号 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）
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事業所名 キッズはなくらぶ１号 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念
「いつでも帰ってこられる第二のホームに」年齢や周りの環境など、見知った何かが変わってしまった時、
辛くなってもはな来楽部に来れば　[いつもと同じ、みんなと一緒]　そんな安心感を一人でも多くの方に提供出来るよう、日々活動しています。

支援方針

個別・小集団での支援を実施し、利用者が可能な限り、その地域における生活が継続出来る事を念頭に置いて、日常生活における基本的動作を習得し、集団生活に適応する事ができるよ
う適切な支援を行うことを目的とします。また、ご家族様への相談援助や関係機関との連携を実施し、常に児童及びご家族様の立場に立ってサービスの提供を行う。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

心身の健康状態の把握…保護者からの報告、事業所内での検温など健康観察をします。
身辺自立についての支援…自食・排泄のトレーニングなど生活に必要な基本的技術の獲得・向上を目指します。
健康的な生活リズムを身に着けるサポート（維持・改善）

姿勢や運動・動作の向上…座位保持の持ち込みにより、姿勢を確保しての食事介助・立位台での身体能力向上、歩行練習により運動機能の発達を促します。
感覚特性への対応…リズム遊び・手先を使う季節の製作・感覚教材を使った支援を行います。

集団支援の遊びの中で、空間・時間など認知発達を促します。
自傷行為・多動など、適切な行動の形成、認知の偏りへの配慮。

コミュニケーションの基礎的能力の獲得・向上…言葉の理解の幅を広げると共に、コミュニケーション手段（絵カードなど）を使い、
他者との適切なコミュニケーション方法を学び獲得する支援をします。

人間関係の形成…集団支援、個別活動などで介護者や他者との関わりを通して、他者の気持ちや場に応じた適切な行動が出来るように支援を行います。
社会性の向上　…社会性な場面でルール・マナーを学び、社会性を高めます。（クッキング・買い物など）

主な行事等

季節の行事（お花見・水遊び・夏祭り・ハロウィンイベント・クリスマス会・書初め）
クッキング・季節の製作・防災訓練・はな来楽部卒業式

家族支援

家族には報告・連絡・相談を行い連携を図ります。
６ヶ月に一回のモニタリング・相談支援専門員との連携 移行支援

相談支援専門員との連携し、安心してサービス移行に努めています。

地域支援・地域連携

園・相談支援事業所・福祉サービス事業所と連携を取り、
情報共有しています。 職員の質の向上

虐待、感染、ハラスメント研修・介護技術向上の研修など行い
キャリアアップい努めています。
毎月１回の常勤会議を実施。


